
 

 

 

ANA とトヨタ紡織が共同開発した国内線普通席の新シートが 

２０１９年度グッドデザイン賞を受賞 
 

全日本空輸株式会社（本社:東京都港区、代表取締役社長：平子 裕志、以下、ANA）とトヨタ紡織

株式会社（本社：愛知県刈谷市、取締役社長：沼 毅）が共同開発し、２０１９年秋よりANA国内線に

導入予定の航空機シートが、このたび、２０１９年度グッドデザイン賞※を受賞しました。 

受賞したシートは、どのような体格の方にも心地よくフィットする形状を実現するとともに、お客様の

利便性を考慮した点が高く評価されました。タッチパネル式パーソナルモニター装着などの機能充実、

スリムなシート形状で開放感を創出するなど、ANA のエアラインとしてのノウハウ・ニーズを軸に、

トヨタ紡織が自動車シート開発で培ってきた知見と高品質のモノづくりを活かしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、審査委員が個人的に気に入った一品を紹介する「私の選んだ一品」にも選出され、１０月２日（水）

から１０月２５日（金）に六本木の東京ミッドタウンで開催される「私の選んだ一品２０１９展」に

展示されます。 

 

【審査委員のコメント】 

座った第一印象も、長時間の座り心地も、とても素晴らしい。相対的なクラス制度が当然の公共交通

において、一番エコノミーな座席でも、抜かりなく高品質を目指した姿勢は高く評価されるべきだと思う。 

 

※公益財団法人日本デザイン振興会が主催する、日本で唯一の総合的なデザイン評価・推奨制度。国内外の多くの企業や団体

が参加する世界的なデザイン賞として、暮らしの質の向上を図るとともに、社会の課題やテーマの解決にデザインを活かす

ことを目的としている。 
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